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Q1 

FFR（Fractional Flow Reserve）は何を評価するものか、以下の中から一つ選べ。 

① 血管狭窄度 

② 虚血評価 

③ 冠動脈内径の面積 

④ 冠動脈内 plaque の性状 

⑤ 冠動脈の石灰化指数 

 

 

Q2 

FFR 測定において、ATP（アデホス®、トリノシン）を用いて最大冠拡張を惹起しようと

思う。ATP の副作用、合併症に関する以下の記述のうち誤っているものはどれか、一つ答

えよ。 

① 体血圧の低下     

② 心拍数の上昇 

③ 心室細動 

④ AV block 

⑤ 動悸（胸部症状） 

 



 

Q3 

看護師：木下リキオさんは５年目のナニワのナース。カテーテル室所属となって１年が経

とうとしていた。今日は患者：中林康子さんのカテーテル検査を担当する予定である。 

カテーテル室にて冠動脈造影を行ったところ、LCX に 75%狭窄を認めたため、FFR を施

行することとなった。FFR に関する説明のうち、明らかに誤っているものはどれか、以下

の中から二つ選べ。 

患者：中林康子さんについて 

【診断名】安定狭心症  

【併発疾患・既往歴】Ⅱ型糖尿病、高血圧、喘息（ステロイド吸入中） 

【検査当日の行動】朝食にバタートースト２枚、ベーコンエッグ、グレープフルーツ、コ

ーヒー２杯を摂取した。 

 

① 併発疾患に喘息があるため、FFR 測定は ATP の使用を避けた方が良いだろうと考え

た。 

② 検査前にコーヒーを摂取しているため、FFR 測定において ATP の使用は避けた方が良

いのではないかと考えた。 

③ 検査前にグレープフルーツを摂取しているため、FFR は施行できない。 

④ ATP 持続静注中、Pd/Pa（FFR）の値が全く変動せず、患者の循環動態や症状に変化

が認めたれたかったため、点滴がしっかり入っているか確認した。 

⑤ LCX の高度狭窄は明らかであるので、冠動脈造影後の FFR は保険診療適応とはならな

い。 

 

 



Q4 

緊急カテーテルの準備中、患者さんにマンシェットの装着、剃毛、覆布で覆っている際、

下記のポリグラフの波形が確認された。考えられるものは以下のうちどれか一つ選べ。 

 

 

① 心室細動 

② 心房細動 

③ 12 誘導波形に生じたノイズ 

④ 心室頻拍 

⑤ 心停止 

 

 


